
　　　　

2025 年 2 月 10 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・児童や家族が希望をもって歩める生活を目指し、想いに寄り添った支援を行う。
・臨床心理士や保育士等による専門性のある療育を提供するとともに、安心できる拠り所として機能することを目指す。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスCocoa 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）

・学習支援の時間を設けることで、認知面の発達を促しています。ご家庭のニーズに応じ、宿題や家庭学習のフォローや学年を遡った個別の学習課題を作成・提供しています。
・また、行動面への支援として、応用行動分析等の支援理論に基づき、適切な行動を着実に注目する（褒める）支援を行っています。加えて、お子さまの発達や特性に合わせて具体的な目
標の行動を設定し、スモールステップでより適応的な行動の習得を目指しています。

・ソーシャルスキルトレーニング（SST）を実施することで、他者とのコミュニケーションや社会的スキルについて学びを深めています。
・お子さまの学年に合わせたグループ設定を行っており、その年齢層に必要とされるコミュニケーションスキルを中心に取り扱いながら、加えて心身の状態理解やストレス概念、友人関係
の構築と維持といったテーマについて通年で取り組んでいます。

・関わり活動として、レクリエーションやアナログゲーム等を中心に活動しています。活動を通して、他のお子さまとの関わり方を考える機会や目的を持って行動する意識を育みます。
・ソーシャルスキルトレーニング（SST）の内容に応じて、関わり活動と連動させて理解を深めたり、活動そのものを楽しめるようスタッフがサポートし、気持ちの発散を行えるよう環境設定にも配慮してい
ます。

支援方針
・療育の構造化を行うことで、お子さまたちが安心・安全に過ごせる環境を用意し、その土台をもとにそれぞれの課題やニーズに合わせた療育を行います。
・心身のサポートや行動への働きかけを積極的に行いながら、環境に応じた適応的な振る舞いを学び、安定した日常生活を目指していきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・毎月の下旬に特別活動を行い、季節を感じられる行事やお楽しみ活動を実施しています。
・運動や制作、調理およびゲーム大会などに取り組んでおり、その都度目標や目的を設定しています。

（別添資料１）

家族支援
・日々の活動の様子を伝えることに加えて、定期的にお便りにてお知らせしてい
ます。また、必要に応じてお子さまや保護者さまの困りごとについてお電話や
メール、対面で一緒に考える時間を設けています。

移行支援
・ご家族学校や他事業所等と情報共有を行う他、学年に合わせた社会的ス
キルを学べるよう、年齢の近いお子さまを同じグループに設定できるよう
構成しています。

地域支援・地域連携
学校を中心とした教育機関や相談支援事業所等、他機関との連携を行い、共通認
識を持った支援を提供できるよう努めています。

職員の質の向上
・施設内での研修実施のほか、外部機関による発達や支援に関する研修会
に参加することで、支援の質向上を目指しています。

支　援　内　容

・お子さまの健康状態を活動内で確認しています。心身の状態が優れない時には、スタッフがより詳細な状態把握を行い、状態像に応じた対応に努めています。
・活動スケジュールを設定し、時間に応じた活動の切り替え、お子さまの特性に応じたお声掛けや指示の出し方等サポート方法の工夫を行っています。

・レクリエーション活動を設定し、体を動かす機会を設定しています。また、不定期で外出する機会を設け、様々な活動を取り入れることで、姿勢保持やバランス感覚を養えるよう支援し
ています。
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